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この使用説明書は本機のそばに保管してください。この使用説明書で対処できない場 
合は、 CD - ROM 収録の『操作ガイド』を参照してください。安全に正しくお使いいた 
だくために、操作の前にはあず『安全上のごる意 J をお読みください。 
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トナーカートリッジの交換 2 トナーカートリッジをさおする 38 



を部のを称 

I I 1-. 、 ..... 

外観 



原稿ガラスカバー 

このカバーを围けて，原稿ガラスに原稿 
をセツトしまず。 

原稿ガラス 

原稿を1枚ずつセツトしまず。 

自動原稿送り装置 （ADF) 

カパー 

ADF じ原稿がつまったときに開けまず。 

ADF 給紙トレイ 

原稿をセツトします。原稿は自動的に 
給おされまず。 

最大35枚セツトできまず。 


ADF が紙トレイ 

ADF じセツトした原稿が排紙 
されまず。 

上カバー/排紙トレイ 

トナーカートリツジを交換ずる 
ときに開けまず。 

印刷済みの用紙が排紙されま 
す。最大150枚排紙できます。 

前カバー 

廃トナーボトルの交換伸、おつ’ 
まりの対処のときじ開けます。 


トレイ1(標準）/手是しトレイ 

トレイ！には、最大25日枚セットできまず。 

手差しトレイは、トレイ1の前面にありまず。用紙を1枚ずつセットします。 

J トレイ2 (オプション） 

I 最大日00枚セットできます。 

J 操作部 

I P.5 〜目を参照してください。 















































を部のを称 

内部 



トナー刀ートリツン 

奥か6、シアンに）、マゼンタ （ M ) , 
イエ□一 （ Y ) ,ブラック （ K ) の順に卜 
ナーカートリツジをセツトしまず。 
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各部のを称 


操作部 




画面 

本磯の状態やメッセージが表示されます。 

メニューキー 

4つのキーのいずれかを押して、現在選択されている本磯の磯能（コピー、スキャナー、 
ファクス）に関する設定を変更ずるメニューを表示します。 

•[た] 煩る片- 
前のメニューじ戻ります。 

■[*][▼] キー 

メニューをスク□ールしまず。で字を人力するときは、 [A] か [T] キーを押して、カー 
ソルを左ちに動かします。 

•[0 K 〕 キー 

設定を痛をしたり、次のメニュー(こ移巧したりします。 

テンキー 

ファクス番号やコピー部数などを指をずるときに数字を人力したり、名前を指をする 
ときに文字を人力したりします。 


«シフト 

-CD 


瓶 

^~ . スキでナー 

拉^〔 6 〕I 


I rQ~i 


1 

1卜 

2お 

3を ' 

CNN) 

4 Ih ' 

5 ;T 

6mno 

cun') 

I ち 任 

fil : ‘ 

9品 n 

f II II ) 


0お 

材口 


白おスター h" 

cz>- 

カラ — スタ—卜 


: 


[ク IJ ア/ストップ]キー 

■ジョブの処理中：ジョブをキャンセルします。 

.設定中：設ををキャンセルして待機が態に戻ります。 

■待機中：濃をやお像度など，一時的な設ををキャンセルします。 

1sju フ々一•卜 J 卒^^ 

モノク□のコピーやスキャンを開始したり、ファクスの送信を開始します。 


H 


[力つースタート]キー 

カラーのコピー や スキ ヤンを開始し ます。 
を使いまず。） 


(ファクス送信をする場合は、白黒スタートキー 
























































を部のを称 


操作部 


ぐ 口 


\ 


rH 


アドレス根 

オンフック 

ボーズ/ 
_ リブィャル 

1シフト 


[ポーズ/リダイヤル]キー 

.ポープ：ファクス番号にポーズを巧乂します。 

-リダイヤル：前回使用したスキヤナー/ファクスのあて先 
を呼び化しまず。 

[オンフック]キー 

ファクスををるときに> 巧部スピーカーで相手先の◎穂の 
巧ミ兄をお語します。 

[アドレス炬]キー 

スキヤナー/ファクスのあて先を指をします。 

[初期設定]キー 

本機の初期設をを変ちするメニューを表示しまず。 

"で原稿の種類を設をしたり，スキヤナー/ファクス 


I [原稿種類/解像度] 

rl コピーで原稿の種類を設をした 
I でお像をを設をしたりします。 


4 


[濃度]キー 

コピー/スキヤナー/ファクスで，濯度を設をしまず。 


2忠 3お ツご^フ 




ms . — 

鸣 ^ J 、 〔61い田〕 （□ 1 


白黒スタート 

カラースタート 




T 
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[スキヤナー]/[ファクス]/[コピー]キー 

それぞれの機能のモードに切り替えまず。 

[拡大/縮小]キー 

コピーで抵大'縮ルを設をしたり，スキャナーで読み取リサイズ 
を設をします。 


[シフト]キー 

ワンタッチキーを使うときに， 01- 
まず。 


•10 番と11〜20まを切り替え 


ワンタッチキー 

スキヤナー/ファクスで，ワンタッチダイヤルじ登録されたあて 
先を呼び化します。 






























































コピーのかんたんな使いかた 


初期画面と基本的な使いかた 


この画面は、本機がコピーモードのときの初期画面です。 


1. コピーの倍率を表示しまず。 

2. 本磯の状態を表示しまず。 

3. コピーの読み取り方法を表示します。 

4. コピーの用紙サイズを表示します。 

日.コピーの部数を表示しまず。 


G 重要 ^ 

• ADF と原稿ガラスの両方に原稿がセットされているとをは、 ADF の原稿が僵巧されまず。 

• 印刷品質のほ下や紙づまりを防ぐために、ホッチキスの針•クリップ-付せんがついた原稿、 
貼り合わせた原稿、修正液やインクが完をに乾いていない原稿は使用しないでください。 

- ADF で原稿の両面を自動的に読み取ることはできません。上にした面だけが読み取5れまず。 



[コピー]キーを押します。 


O ADF でコピーする場合は原稿の読み取り面を上にして ADF にセッ 
卜し、原稿ガラスでコピーする場さは原稿の読み巧り面を下にして 
原稿ガラスにセットします。 

ADF を上げるときは、 ADF 給紙トレイを持たないでください。 ADF が破損す 
る場合があります D 



原稿ガラス ADF 



P 補足 

•必要に応じて、読み取り方法を設定してくださし V 詳しくは、 P . 日「読み取り方法を設定ず 
る」を参照してください。 
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コピーのかんたんな使いかた 


初期画面と基本的な使いかた 


が B 複数の部数をつピーするとぎは、テンキーでつピーする部数を入力 


P 補足 ') 

• 一度にコピーでをる部数は、最大で99部でず。 


Q 白黒でコピーする場さは[白黒スタート] 
キ ー 、カラーでコピーする場合は 
[カラースタート]キーを押します。 




〇 補足 ') 

•コピーを 中止ずるには、 [コピ ー] キーを 押して、[クリア/ストッ スキーを がします。 

-紙づまりが起きたとさは、印刷中のページが排紙された後に印刷が停止しまず。紙づまりが 
解消されると、つまったページか5印刷が再開されまず。 

• ADF で紙づまりが起きたときは、コピーはキャンセルをれまず。この場含は、つまったぺ一 
ジか5コピーをやり直してください。 


@ 参照 つ 

•紙づまりを取り除くには、 P .29 r 紙づまりを取り除く」を参照してください。 

•使用でをる原稿について詳しくは、『操作ガイド』の r 原稿について」を参照してください。 
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コピーのかんたんな使いかた 

読み取り方法を設定する 


❖ 拡大-縮小してコピーする 

拡大-縮ルの倍率を設定ずる方法を説明します。 

倍率の設をには、固をの倍率を選択ずる方法と、手動で倍率を指をずる方法があります。 

1. [お大/縮ル]丰一を押しまず。 

2. [ま拓大/縮ル]丰一か [▲][▼] キーを押して倍率を選び、 [0K] キーを押します。 

3. [カスクム25-400%]を選択した場合は、テンキーを使って倍率を指定し、 [OK] キーを 
押します。 


❖ 複数のページを1枚の用紙に集猶してコピーする 


〇 重要 ) 

•この機能は、 ADF でコピーずるときのみ使用でをまず。原稿ガラスでコピーずるとをは 
使用でをません。 

•この機能を使用ずるには、コピー用の用紙のサイズを、あ5かじめ A 4、 Letter 、 または 
Le 居 al サイズに設定してください。 


本機の設定を、2ページまたは4ページを集約してコピーするようじ変更できまず。 

1. [お:大/縮ル]丰一を押しまず。 

2. [拡大/縮ル]丰一か [▲][▼] キーを押してに in 1] か [4 in1] を選び、 [0K] キーを押 
しまず。 

3. [ ▲ ] [ ▼] キーを 押して〕ピーの仕上がりを選び、 [0K] キーを 押します。 

お好みに応じて、コピーの仕上がりを政下の種類か5選択できまず。 



2ぺージ集約するときのコピーの仕上がり 
[タテ] [ヨコ] 


卡 


4ページ集約するときのコピーの仕上がり 
[タテ:ヒダリ-> ミギ] 


[ヨコ:ヒダリ-> ミギ] 


[タテ:ウェ-> シタ] 


[3 コ:ウェ-> シタ] 
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ピーのかんたんな使いかた 


読み取り方法を設定する 


❖ 両面 コピーを する 


G 重要 ) 

•両面印刷の原稿を用紙の両面にコピーずることはでをません。 

•この機能は、 ADF でコピーずるときのみ使用できまず。原稿ガラスでコピーずるとをは 
使用でをません。 

•両面コピー用の用紙は、トレイ1かトレイ2か5給紙されまず。手差しトレイか6は給紙 
されません。また、両面コピーには、 A 4 /B 已 / Letter/Le 居 al /7 i /4 "x lOV / ヴイズ 
の、普通紙/中 厚 口/再生紙/色紙/印刷済み紙/パンチ済み紙が使巧できまず。 

W 下の手順に従って、両面コピーをするようじ設定しまず。 

1. [コピー]キーを押しまず。 

2. メニューキーを 押します。 

3. [ a ][^] キーを巧して[リョウメンコピー]を選び、 [OK] キーを押しまず。 

4. [ a ][^] キーを押して[ジョウゲヒラキ]か[サユウヒラキ]を選び、 [OK ] キーを 
押しまず。 

5. [^][^]キーを押して[タテ]か[ヨコ]を選び、 [ OK] キーを押しまず。 

6. 設定を磕認してか6、〔た]キーを押します。 

7. [クリア/スト、ソプ]キーを押して初期画面(こ戻ります。 

両面コピーを設をした6、操作部の画面に「リョウメン」と表示されまず。 

お好みに応じて、コピーの仕上がりを J：_rF の種類から選択できます。 


左右開きするときのコピーの仕上がり 
[タテ] [ヨコ] 



上下問きするときのコピーの仕上がり 
[タテ] [ヨコ] 



•いつたん両面コピーに設定ずると、[リヨウメンコピ ー] で[シナイ]を選んでキャンセ 
ルするまで、それむ降のコピーはずべて両面コピーになりまず。 








































❖ 原稿の読み取り方法を選がする 

原稿の種類に合わせて、最適な読み取り方法を選択できます。 

1. 嗎稿種類/解像廚丰一を押しまず。 

2. [原稿種類/解像度]キーか [▲ ] [ ▼] キーを押して読み取り方法を還び、 [0K] キーを巧し 
ます。 


巧字/写真 


巧字 


写真 

文字と写真などが混じつ 
た原稿に適した設定 

勢 

文字が主体の原稿 
じ適した設定 

勢 

写真などが主体の 
原稿に適した設を 


i 


❖ 濃度を調整する 


濃度を調整する方法を説明しまず。 

1. [濃廚キーを押します。 

2. [濃廚キーか [▲ ] 〔 ▼ 件一を押して濃度を選び、 〔0K] キーを押しまず。 



(薄い） （濃い) 


0 参照 つ 

•コピー機能にっいて詳しくは、『操作ガイド』©「コピー機能を使う J を参照してくだ 
さい。 

•ご使用のげ況に合わせて、本機の初期設定を変更でをまず。詳しくは、『操作ガイド』 
の r 操作部で設定ずる J を参照してください。 












































スキャナーのかんたんな使いかた 


初期画面と基本的な使いかた 


この画面は，本機がスキャナーモードのときの巧期画面です。 


I . ! i '®'! ■ミぞ ::た■■■■| ■":1 



本機でス丰ヤンしたファイルは、あ6かじめ設定したあて先に送信できます。あて先には、 
メールのあて先、 FTP サーバー、パソコンの共有フォルダーがあります。 


〇 重要 ) 

•スキヤナーのあて知ま 、 Web Ima 居 e Monitor を使って、あ5かじめ登録しておく必要がありま 
ず。詳しくは、『操作ガイド』©「スキヤナーのあて巧を登録ずる」を参照してください。 
•メールでファイルを送るには、あ5かじめ SMTP と DNS の設定をしておく必要がありまず。詳 
しくは、『操作ガイド』© rweb Ima 色 e Monitor を使って設定ずる」を参照してください。 

-重要な書類を送信ずる場合は、事前に受信者と確認しておくことをお勧めしまず。 

• ADF と原稿ガラスの両方に原稿がセットされているとさは、 ADF の原稿が優先されまず。 

‘印刷品質のほ下や紙づまりを防ぐために、ホッチキスの針•クリップ-付せんがついた原稿、 
貼りちわせた原稿、修正液やインクが完全に乾いていない原稿は使用しないでください。 



[スキヤナー]キーを押します。 


B ADF でスキャンする場合は、原稿の読み取り面を上にして ADF に 
セットし、原稿ガラスでスキャンする場合は、原稿の読み取り面を 
下にして原稿ガラスにセットします。 

ADF を上げるときは、 ADF 給紙トレイを持たないでください。 ADF が破損す 
る場合があります。 


原稿ガラス ADF 




•必要に応じて、読み取りち法を設定してください。詳しくは、 P .15 r 読み取り方法を設定ず 
る J を参照してください。 



















Q 


[アドレス帳]キーを押します。 

[▲][▼] キーでアドレス帳をスク□ールし 
て送りたいあて先を表示し、 [0 K ] キーを押 
して指をできます。 

あて先のを前を入力してあて先を検索した 
い場合は、次の手順に進んで<ださい。 


に 


心 


Q テンキーであて巧のを前を入力してあて巧を検索し、 [0 K ] キーを 
巧します。 

で字を入力していくと、一致するあてホが画面に表示されます。 


B 白黒でスキャンする場合は[白黒スター 
卜] キ ー 、カラーでスキャンする場合は 
[カラー スター ト]キーを巧します。 

本機の設をによっては、原稿ガラスに追ぶ 
原稿があるかないかを確認するメ、ソセージ 
が画面に表示されまず。この場合は、次の 
手順に進んで<ださい。 


0 追加原稿がある場合は、次の原稿を原稿ガ 

ラスにセットしてから [1] を巧します。こ n .： hvi - 
のま順を繰り返し、すべての原稿を読み 
取ってください。 








































スキャナーのかんたんな使いかた 


初期画面と基本的な使いかた 


すべての原稿を読み巧ったら、に]を押してファイルを送信します。 


0 補足 

•スキャンを中止ずるには、[スキャナー]キーを押して、[クリア/ストッスキーをがします。 

スキャンを中止ずると、スキャンしたファイルは破棄されまず。 

• ADF で紙づまりが発生した場含は、スキャンしたファイルは破棄されまず。この場含は、ず 
ベての原稿を再度スキャンしてください。 


が B 


0 参照 ') 

• ADF でつまった用紙を取り除くには、 P .34「 ADF か6紙づまりを取り除く」を参照してく 
ださい。 

-ワンタッチキーか[ポーズ/リタ‘イヤル]キーを使って、あて巧を指定ずることもできまず。 

詳しくは、『操作ガイド』©「スキャナー機能を使ラ J を参照してください。 

•使用でをる原稿について詳しくは、『操作ガイド』©「原稿について J を参照してください。 
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スキャナーのかんたんな使いかた 


読み取り方法を設定する 


❖ 解像度を設定する 

解像度を調整ずるち法を説明しまず。 

1. 〔原稿種類/解像度]キーを押しまず。 

2. [原稿種類/靜慷度]キーか〔▲][▼]キーを押して解像度を選び、 [0K] キーを押します。 

❖ 續度を調整する 

濃度を調整する方法を説明します。 

1. [濃度]キーを押します。 

2. [濃度]キーか[▲][▼〕キーを押して禮度を選び、 [0K] キーを押しまず。 



❖ 読み取りサイズを設定する 

原稿のサイズに合わせて読み取リサイズの設定をずる方法を説明します。 

1. [拡大/縮ル]キーを押しまず。 

2. け店大/縮ル〕キーか[▲]〔▼]キーを押して読み取リサイズを選び、 [0K] キーを押し 
ます。 

不定おの読み取リサイズを指定ずるには、『操作ガイド』©「原稿のサイズに合わせて 
読み取リサイズを設定する」を参照してください。 


©参照 ') 

•パソコンか目本機を操作してスキャンずる方法 （ TWAIN ) や、その他のスキャナー機能につ 
いて i 羊しくは、『操作ガイド』©「スキャナー機能を使ラ」を参照してください。 

•ご使用の状況に含わせて、本機の初期設定を変更できまず。詳しくは、『操作ガイド』© 
r 操作部で設定ずる」を参照してください。 












































ファクスのかんたんな使いかた 


初期画面と基本的なファクスの送りかた 


この画面は、本機がファクスモードのときの初期画面です。 


12 3 4 




1 




.じ ！.... 

■' 



1. ファクスの解像度を表示しまず。 

2. 本機のが態を表示しまず。 

3. 現在の日がを表示しまず。 

4. 現在の時刻を表示しまず。 


G 重要 ') 

-あ5かじめ本機に電話線を接続し、ファクス送信に関ずる設定をしておく必要がありまず。 
•ADF と原稿ガラスの両方に原稿がセツトされているときは、 ADF の原稿が優巧されまず。 

-重要な書類を送信ずる場合は、事前に受信者と確認しておくことをお勧めしまず。 

- EP 刷品覧のお下や紙づまりを防ぐために、ホッチキスの針•クリップ*付せんがついた原稿、 
貼り台わせた原稿、修正液やインクが完全に乾いていない原稿は使用しないでください。 


[ファクス]キーを押します。 


B ADF を使う場をは、原稿の読み取り面を上にして ADF にセット 

し、原稿ガラスを使う場合は、原稿の読み取り面を下にして原稿ガ 
ラスにセットします。 

ADF を上げるときは、 ADF 給紙トレイを持たないでください。 ADF が玻損す 
る場合があります。 


原稿ガラス ADF 




〇 補足 ') 

•必票に応じて、読み取り方法を設定してください。詳しくは、 P .21 r 読み取り方法を設定ず 
る J を参照してください。 




















〇 テンキーを使つてあて巧のファクス否号(最大 40 巧）を入力する 
か、否号が登録されているワンタツチキーを押します。 

ワンタツチキーの 01-10 番と11〜20番を切り营えるには[シフト]丰一を 
押します。 


Q [白黒スタート]キーを巧します。 

本機の設をによっては、原稿ガラスに追化 
する原稿があるかないかを確認ずるメッ 
セージが画面に表示されまず。この場合 
は、次の手順に進んで<ださい。 


〇 補足 

-[カラースタート]キーではファクス送信できません。[白黒スタート]キーを巧してください。 


追加の原稿がある場合は、60巧口内に 
[1] を巧し、原稿ガラスに原稿をセットし 
てがら、 [0 K ] キーを巧します。このま順 
を擦り返し、すべての原稿を読み取ってく 
ださい。 




60秒 W 内に [1] が押されなかった場合は、本磯はあて先へのダイヤルを開始 
します。 





























フアクスのかんたんな使いかた 


ネリ期画面と基本的なファクスの送りかた 


が B 


すべての原稿を読み取つたら、に]を巧してファクスを送信します。 


P 補足 ') 

•ファクスの送信を中止ずるには、[ファクス]キーを巧して、[クリア/ストッスキーを巧します。 
•ファクス番号には、〇〜日までの数字、ポーズ、「*」、「#」、およびスぺースが使用でを 
まず。 

•必要に応じて、ファクス番号に ポーズを 入れてください。 ポーズを 入れると、 ポーズ 前後の 
番号がダイヤルされる間に短い間隔がをきまず。 

•パルス方式の電話回線でトーン方式のサービスを受けるには、ファクス番号に 「* j を入れ 
まず。「关」を入れると、一時のにパルス回線で卜ーン信号を発信できるようになりまず。 
• ADF で紙づまりが起きた場含、つまったページは正しく読み取6れていません。直接送信 
モードだった場含は、つまったぺージか6送信し直してください。 

メモリー送信モードだった場含は、ずべてのぺージを送信し直してください。 


@ 参照 ') 

•紙づまりを取り除くには、 P .2 日 r 紙づまりを取り除く」を参照してください。 

•ワンタッチキーにワンタッチダイヤルを登録ずる方法については、 P .19 「ワンタッチダイヤ 
ルを登録ずる」を参照してくだをい。 

•あて巧は、短縮ダイヤル、またはリダイヤルで J 旨定ずることもできまず。また、複数のあて 
妃こ巧して同報送信ずることも可能でず。詳しくは、『操作ガイド』©「ファクス機能を使 
ラ J を参照してください。 

•本機は、ファクスを送信した後、自動的に送信レポートを印刷ずるよラに初期設定されてい 
まず。この設定を変更ずるには、『操作ガイド』©「ファクスの機器設定」を参照してくだ 
さい。 

•使用でをる原稿について詳しくは、『操作ガイド』© r 原稿について」を参照してください。 
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ファクスのかんたんな使いかた 


ワンタツチダイヤルを登録する 


ワンタッチキーにワンタッチダイヤルを登録する方まじついて説明します。 


[初期設定]キーを押します。 


B [ a] [▼] キーを押して[ファクスアドレスチョウ]を選び、 
[0 K ] キーを押します。 

〇 補足 ） 

• パスワードの入力画面び表示された場合は、管理者の方に登録を依頼してください。 


[▲][▼] キーを巧し、[ワンタツチキー 
KJ [ OK ] キ-を押します。 

ニユウリヨク]を選び、 

麵* [▲][▼] キーを押してワンタッチダイヤルの1〜 20) を選び、 

mM [ OK ] キーを押します。 


mm [▲][▼] キーを押して[フアクス No . 二 
WsM [ OK ] キ-を押します。 

:ユウリヨク]を選び、 

ファクス香号（最大40巧）を入力し、 [0 K ] キーを巧します。 

^2^0-9 までの数字，ポーズ、「*」、「甘」、およびスぺースが使用できまず。 

^^ [▲][▼] キーを押してロアクスメイ: 
WM [ OK ] キ-を押します。 

ニユウリヨク]を選び、 



0 あて巧る伴ち英数字/半ちカナで最大20文字）を入力し、[〇の 
キーを押します。 


で字、 数字> 記号が使用できます。漢字' ひ6がなは入力できません。 
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ファクスのかんたんな使いかた 


ワンタツチダイヤルを登録する 


が D 


設定を確認してから[〇のキーを押します。 


[クリア/ストッスキーを押してネリ期画面に戻ります。 


@ 参照 ) 

•短縮ダイヤルを登録ずるち法については、『操作ガイド』の「ファクスのあて巧を登録ず 
る J を参照してください。 

❖ 文字を入力する 


名前を入力ずるときは、テンキーを繰り返し押して文字を入力します。 



キーを巧す回お 


1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

な 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

ザ 

ア 

斗 

ク 

卫 

才 

ア 

ィ 

ク 

卫 

才 

1 






















2 

力 

キ 

ク 

ヶ 

ご 

A 

B 

C 

a 

b 

c 

2 





















3 

サ 

シ 

ス 

セ 

ソ 

D 

ピ 

F 

d 

e 

f 

3 





















4 

夕 

チ 

ヴ 

テ 

卜 

‘ツ 

G 

H 

I 

g 

h 

1 

4 




















5 

ナ 

二 

ヌ 

ネ 

ノ 

J 

K 

L 

j 

k 

1 

5 





















6 

ハ 

ヒ 

フ 

へ 

ホ 

M 

N 

0 

m 

n 

0 

6 





















7 

V 


ム 

メ 

モ 

P 

Q 

R 

S 

P 

q 

r 

s 

7 



















ち 

ヤ 

ユ 

3 

ヤ 

ユ 

3 

T 

じ 

V 

t 

u 

V 

8 




















9 

ラ 


ル 

レ 

□ 

W 

X 

Y 

z 

w 

X 

y 


9 



















0 

フ 

ヲ 

ン 

0 

- 


1 



； 


A 



= 

/ 

I 

1 

7 

ま 

瘦 

% 

& 

+ 

{ 

) 




} 

< 

> 

* 

* 
































# 




r 

J 



- 

# 


























このモードでは、じ(下のキーを使用しまず。 

-で字を入力ずる 

入力したいで字が表示されるまでテンキーを繰り返し押しまず。 

同じテンキーで人力する女字が2つ続く場合、最初の女字を入力した後に [▼] キーを押 
しまず。 

-スペースを挿入する 

スペースを挿入したい位置じカーソルを置き、 [▼] を長押しします。 

ち端にスペースを入力したいときは、カーソルをち端に置いて、 [▼] キーを2◎押し 
まず。 

-カーソルを 左右に移動させる 

カーソルを左に動かすじは [▲] キーを、ちじ動かすじは [▼] キーを押します。 

文:字にカーソルを置いた状態で新しく文字を入力すると、カーソルの位置じある文字が 
ちにずれます。 

-文:字を削除ずる 

削除したいで字にカーソルを置いて、 [▲] キーを長押しします。 

. 文:字をずべて削隙する 
〔クリア/ストップ]キーを押しまず。 


〇 補足 ） 

-漢字-ひ5がなは入力でさません。 

20 -で字がずでに入力制限衍数に達している場含は、それ 1 U 上の文字の入力はできません。 























































フアクスのかんたんな使いかた 


読み取り方法を設定する 


❖ 解像度を設定する 

解像度を調整する方法を説明しまず。 

1. 嗎稿種類/解像廚丰一を押します。 

2. [原稿種類/解像度]キーか [▲][▼] キーを押して解像度を選び、 [0 K ] キーを押しまず。 



i.._ . . . .1 


❖ 續度を調整する 

濃度を調整する方法を説明しまず。 

1. [灌廚キーを押します。 

2. [灌度]キーか [▲][▼] 丰一を押して濃度を選び、 [0 K ] キーを押します。 


普通 濃く 薄く 


0 参照 ) 

•ファクス機能について詳しくは、『操作ガイド』©「ファクス機能を使う J を参照してくだ 
さい。 

•ご使用の状況に含わせて、本機の初期設定を変更でさまず。詳しくは、『操作ガイド』© 
r 操作部で設定ずる J を参照してください。 

















困つたときには 


操作部にメッセージが表示されたとき 


"〇〇"の部分は、用紙のサイズ作種類、トレイのを前、トナーの色、エラーコードなど、状況 
に応じて異なる表示がされる部分を表しまず。 



メ ッセー ジ 

(アルファぺット /50音順） 

原因 

巧処方法 

C 力ートリッジヲタダシ 
クセットシテクダサイ 

シアンのトナー 
カートリッジが 
セットされていな 
し''、または正しく 
セットされていま 
せん。 

トナーカートリッジをセットしな 
おしてください。 P .37 「トナー 
カートリッジの交換」を参照して 
ください。 

C カートリッジコウカン 

シアンのトナーが空 
になっています。 

トナーカートリッジを交換してくた‘ 
さい。 P .37 「トナーカートリッジ 
の交換」を参照してください。 

C 力ートリッジ3ウイ 

シアンのトナー 
カートリッジが残 
りわずかです。 

新しいトナーカートリッジを用 
意してください。 

K 力ートリッジヲタダシ 
クセットシテクダサイ 

ブラックのトナー 
カートリッジが 
セットされていな 
し''、または正しく 
セットされていま 
せん。 

トナーカートリッジをセットしな 
おしてください。 P .37 「トナー 
カートリッジの交換」を参照して 
ください。 

K 力ートリッジコウカン 

ブラックのトナーが 
空になっています。 

トナーカートリッジを交換してくだ 
さい。 P .37 「トナーカートリッジ 
の交換」を参照して<ださい。 

K 力ートリッジ3ウイ 

ブラックのトナー 
カートリッジが残 
りわずかです。 

新しいトナーカートリッジを用意し 
てください。 

M 力ートリッジヲタタ‘ 
シクセットシテクダサイ 

マゼンタのトナー 
カートリッジが 
セットされていな 
し''、または正しく 
セットされていま 
せん。 

トナーカートリッジをセットしな 
おしてください。 P .37 「トナー 
カートリッジの交換」を参照して 
ください。 
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メ ッ セージ 

(アルファベット /50音順） 

原因 

巧処方法 

M 力ートリッジコウカン 

マゼン女のトナーが 
空になっていまず。 

トナーカートリッジをを換してくピ 
さい。 P .37 「トナーカートリッジ 
の交換」を参照してください。 

M 力ートリッジ3ウイ 

マゼンタのトナー 
カートリッジが残 
りわずかでず。 

新しいトナーカートリッジを用意し 
てください。 

Y 力ートリッジヲタダシ 
クセットシテクダサイ 

イエ□一のトナー 
カートリッジが 
セットされていな 
し''、または正しく 
セットされていま 
せん。 

トナーカートリッジをセットしな 
おしてください。 P .37 「トナー 
カートリッジの交換」を参照して 
ください。 

Y 力ートリッジコウカン 

イエ□一のトナーが 
空になっています。 

トナーカートリッジをを換してくだ 
さい。 P .37 「トナーカートリッジ 
の交換」を参照してください。 

Y 力ートリッジヨウイ 

イエ□一のトナー 
カートリッジが残 
りわずかでず。 

新しいトナーカートリッジを用意し 
てください。 

アテサキガトウ□クサ 
レテイ7セン 

このワン女、ソチ 
キーじは、番号 
が登歸されていま 
せん。 

-別のワンタッチキーを押してくピ 
さい 0 

-ワン女、ソチキーに番号を登歸して 
ください。 P .19 「ワンなッチダ 
イ中ルを登録ずる」を参照してく 
ださい。 

インサツチュウシ 
インターフエースキ U 
カエジカン 

他のポートからの 
デー女によって巧 
刷が頻繁に巧害さ 
れているか、処理 
に時間がかかる 
データを巧刷して 
います。 

[丰キセッテイ]の[インクー 
フエースキリカエジカン]が1己秒 
(こ設をされていた6、待ち時間を長 
く設をしてください。詳しくは、 

『操作ガイド』のの r 機器設定」 

を参照してください。 

インサツチュウシ 
ゾモリーオーパー 

Legal サイズの用紙 
(こ印刷をずる場 
合、プリンクード 
ライパーの設定に 
よっては印刷が 
キャンセルされる 
墙合があります。 

[巧刷□□□質]タブの[グラデー シヨ 
ン]を、[標準]か[速度優先][こ 
設定してから、巧刷をやり直してく 
ださい。 













困つたときには 


操作部にメッセージが表示されたとき 



メ ッセー ジ 

(アルフ ァベッ ト /50音順） 

原因 

巧処方法 

カバーオープン 

カバーが開いてい 
ます。 

カパーをしっかリと閉じて<ださい。 

キョウセイインサツシ 

7スカ？ 

スター トキーマタ八ク 
リアキーヲオンシテク 
ダサイ 

トナーが空じなっ 
ています。 

[白黒スタート]キーか[カラース 
クート]キーを押して巧刷を始める 
か、または[クリア/ストップ] 

キーでジョブをキャンセルし、卜 
ナーカートリッジを交換してくださ 
し、。 P .37 「トナーカートリッジの 
交換」を参照してください。 

テサシトレイノ 3 ウシ 
ノシュルイヲヘンコウ 
シテクダサイ 

設定した用紙の種 
類が、手差しトレ 
イの用紙の種類と 
異なっていまず。 

[白黒スクート]キーか[カラース 
タート]キーを押して巧刷を始める 
か、または[クリア/ストップ] 

キーでジョブを丰ャンセルしまず。 

テサシニ3ウシヲホ 
キュウシテクダサイ 

手差しトレイに用 
紙がセツトされて 
いません。 

手差しトレイに用紙をセットしてく 
ださい。『操作ガイド』©「用紙を 
セットずる」を参照してください。 

テサシノヨウシサイズヲ 
カクニンシテクダサイ 

設定した用紙サイ 
ズが、手差しトレ 
イの用紙サイズと 
異なっていまず。 

[白黒スクート]キーか[カラース 
クート]キーを押して巧刷を始める 
か、または[クリア/ストップ] 

キーでジョブをキャンセルしまず。 

トレイ 〇〇 ノヨウシサイ 
ズヲカクニンシテクタ 
サイ 

設をした用紙サイズ 
が、給紙トレイの中 
の用紙サイズと異 
なっています。 

[白黒スクート]キーか[カラース 
クート]キーを押して巧刷を始める 
か、または[クリア/ストップ] 

キーでジョブを丰ャンセルしまず。 

トレイ 〇〇 ノ 3ウシ 
シュルイヲカクニンシ 
テクダサイ 

設をした用紙の種類 
が、給紙トレイの中 
の用紙の種類と異 
なっていまず。 

[白黒スタート]キーか[カラース 
タート]キーを押して巧刷を始める 
か、または[クリア/ストップ] 

キーでジョブをキャンセルしまず。 
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メッセー ジ 

C アルファベット/50 音順） 

原因 

巧処方法 

ファクスジョブメモ 

U— フソク 

メモリー送信、 

オートリダイヤ 
ル、または同報送 
信をずるときは、 
ファクスがメモ 
リーに保管されま 
ず。メモリーが一 
杯になると、新し 
いジョブは保管さ 
れません。 

保留中のジョブが送信されるまでお 
待ちください。 

ミスフイード: ADF 力 
パーヲアケテトリノゾ 
イテクダサイ 

ADF 内部で原稿が 
つまっています。 

-つまった原稿を取り除いて、 

セットしなおしてください。 

P .34「 ADF から紙づまりを取り 
除く」を参照してください。 

-使用している原稿が本禮で読み 
取り可能なものか磕認してくた’ 
さい。『操作ガイド』©「自動 
原稿送り装置 ( ADF ) じセット 
できない原稿」を参照して<だ 
さい。 

メモリーフル1.ソウシ 
ン2.キャンセル 

メモリー送信モー 
ドでファクスを送 
信しようとしたと 
き、読み取り中に 
メモリーが許容量 
に達しました。 

メモリーへの読み込みが終了した 
ページのみを送信するには [1] 

を、送信を中止ずるにはに]を押 
してください。 

3ウシミスフイード 
キユウシトレイ 

本磯内部で紙づまり 
が発生しています。 

前カバーを開けて紙づまりの位置を 
磕認し、つまった巧紙を取り除いて 
ください。 

P .29 「紙づまりの位置」を参照し 
てください。 

3ウシミスフイードト 
レイ1 

本禮内部でおづまり 
が発生しています。 

前カパーを開けて紙づまりの位置を 
磕認し、つまった巧紙を取り除いて 
くださし''。 

P .29 「紙づまりの位置」を参照し 
て < ださい。 










困つたときには 


操作部にメッセージが表示されたとき 


メ ツセー ジ 

(アルフアベツト/50音順） 

原因 

巧処方法 

3ウシミスフイードト 
レイ2 

本磯内部で紙づまり 
が発生しています。 

前カバーを開けて紙づまりの位置を 
確認し、つまった用紙を取り除いて 
くた’さい。 

P .29 「紙づまりの位置」を参照し 
てください。 

3ウシミスフイードホ 
ンタイナイブ 

本磯内部で紙づまり 
が発生しています。 

前カバーを開けて紙づまりの位置を 
確認し、つまった用紙を取り隙いて 
くた’さい。 

P .29 「紙づまりの位置」を参照し 
てください。 

3ウシミスフイードホ 
ンタイ八イシクチ 

本機内部で紙づまり 
が発をしています。 

前カバーを開けて紙づまりの位置を 
確認し、つまった用紙を取り除いて 
くた’さい。 

P .29 「紙づまりの位置」を参照し 
てください。 

3 

IJ 

ウシミスフイード 
ヨウメンユニット 

本機内部で紙づまり 
が発をしています。 

前カバーを開けて紙づまりの位置を 
確認し、つまった用紙を取り隙いて 
ください。 

P .29 「紙づまりの位置」を参照し 
てください。 
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困つたときには 

きれいに EP 刷や読み®りができない 


❖ 印刷結果やスキャン結果が、濃すぎたり薄すぎたりする 

濃をが高ずぎるか，化すぎます。濃度を調節して<ださい。 


❖ 印刷したページがトナーでミちれる 

コピーした面のトナーが乾燥していません。コピーした直後は> 巧刷面に手を触れないよう 
にしてください。巧刷面に触れないようじ気をつけて，用紙を1枚ずつ取り化して < ださい。 


❖ コピーした紙やスキヤンしたファイルにミちれがある 

原稿のトナーや修正巧が乾燥していません。原精を原稿ガラスに置<前に，トナーや修正 
液がをいているか確認してください。 


❖ コピーやスキヤンをするたびに、同じ部分がミちれる 

原稿ガラス、または ADF がミちれています。原稿ガラスと ADF を清掃してください。失 EP の 
箇所を水にめ6したやわらかい巧でなき，その後乾なきをして水気を十分に取って<ださ 
し、詳しくは> 『操作ガイド』@「本機を清掃する」を参照してください。 

原稿ガラス ADF 











たときには 

フアクスの送受信がうまくいかない 


❖ ファクスの送受信ができない 

モジュラーケーブルが外れているかもしれません。モジュラーケーブルが正しく接続され 
ているか磕認してください。詳しくは、『操作ガイド』©「一般電話回線に接続する」を 
参照してください。 


❖ 送信はできるが受信ができない 

-トナーがなくなりました。トナーカートリッジを交換してください。詳しくは、 P.37 
「トナーカートリッジの交換」を参照してください。 

-用紙切れなどの理由で巧刷できないが態になっています。トレイに用紙をセットしてく 
ださい。詳しくは、『操作ガイド』©「用紙をセツトする」を参照してください。 


❖ 白紙で送信される 

原稿の裏と表が反対にセツトされています。正し<セツトしなおしてください。詳しく 
は、『操作ガイド』©「原稿をセットする」を参照してください。 


❖ 受信したファクスが印刷できない 

-トレイ 1(標準）に A4、Letter、Legal サイズの用紙が入っていません。トレイの設定を 
変更して、適切なサイズの用紙をセットしてください。詳しくは、『操作ガイド』© 
「ファクスの機器設定」を参照してください。 

-用紙切れなどの理由で巧刷できないが態になっていまず。トレイに用紙をセットしてく 
ださい。詳しくは、『操作ガイド』©「用紙をセットずる」を参照してください。 



紙づまりを取り除く 

紙づまりの位置 


〇 重要 ； 

•つまった用紙には、トナーが付着していることがありまず。手や巧服などに触れるとミちれま 
ずのでごミ主意下さい。 

•紙づまりを取り除いた直後は、印刷面のトナーが溶けたり、にじんだりずることがありま 
ず。トナー‘汚れがなくなるまで、テストページを印刷してください。 

•つまった紙を無理に引を出さないようにしてください。破れることがありまず。内部に紙片 ■ 
が残っていると、紙づまり再発の原因となり、本機が破損ずる恐れがありまず。 

紙づまりが起きたときは、本機の内部か、または ADF で紙がつまっています。内部で紙がつ 
まっている場含は、 J：_rF に示された場所を磕認して、紙づまりの位置を確認してください。 



自動原稿送り装置 (ADF) (34 ページ） 

ADF でつまった巧紙を取り隙く[こは、 P.34「ADF からお 
づまりを取り除く」を参照してください。 


定着ユニット （30 ページ） 

を着ユニットで紙が詰まっている場含は、 P.30 「走!着ユ 
二、ソトから紙づまりを取り隙く」を参照してください。 


トレイ1 (32 ページ） 

トレイ1 - トレイ2でつまった用紙を取り除くじは、 P.32 
「トレイか6紙づまりを取り除く」を参照してください。 

I 搬送ユニット （33 ページ） 

1 搬送ユニットで紙が詰まっている場合は、 P.33 「搬送ユ 
I ニットから紙づまりを取り除く」を参照してください。 
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紙づまりを取り除く 

• • ■ • I . .... • ' 

定着ユニットから紙づまりを取り除く 


A ま思 

•機械内部には高温の部分がありまず。紙づまりの処置の勵ま、本書で指定している場 
巧む列にはち虫れないでください。やけどの原因になりまず。 

•紙づまりの処置やトナー（使用済みトナーを含む）を補給または交換ずるとをは、卜 
ナーで巧服や手などをミちさないよラにま意してください。トナーが手などの皮膚につ 
いた場合は、石験水でよく洗い流してください。 

•巧民についた場含は、を水でミ先い流してください。温水で洗うなど加熱ずるとトナー 
が巧に染み付さ、 ミちれが取れなくなることがありまず。 


〇 重要 ) 

•ガイドの周辺は高温になっていまず。時間をおいて十分に温度が下がってか5、紙づまりを 
取り除いて下さい。 



前カバーの開閉レバーを引いて、ゆっくりと前カバーを開けます。 
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つまった用紙が見えにくいときは、ガイド 
を下に開けて紙づまりがないか確認してく 
ださい。 




前カバーを両手でゆっくりと巧し上げて閉じます。 


〇 補足 ） 

•前カバーを閉じるときは、カバーの上の方をしっかりと巧してください。カバーを巧じた 
6、エラーび解除されたことを確認してください。 













紙づまりを取り除く 


トレイから紙づまりを取り除く 


前カバーの開巧レバーを引いて、ゆつ<りと前カバーを開けます。 



D 


巧紙をゆっくりと引き巧きます。 



転写 ユニット （ち図の白い部分）には触れ 
ないでください。 



搬送 ユニット で紙づまりげ発生している場 
合は、用紙を前方へ引き抜いて<ださい。 



B 


前カバーを両手でゆっくりと押し上げて閉じます。 


P 補足 つ 

-トレイ1を引さ出さないでぐださい。 

-トレイ2で紙づまりが発生し、位置を特定しにくいときは、トレイ2を引き出して用紙を取り 
除いて下さい。紙づまりを取り除いた後、トレイ己をゆっくりと戻しまず。 

•前カバーを閉じるときは、カパーの上の方をしっかりと巧してください。カバーを閉じた 
5、エラーが解除されたことを確認してくだをい。 
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紙づまりを取り除く 


搬送ユニットから紙づまりを取り除く 



前カバーの開閱レバーを引いて、ゆつ<りと前カバーを開けます。 


〇 搬送ユニットの下からつまった用紙を 
ゆっくりと取り除きます。 

紙づまりが見つか6ないときは、本体内部 
を磕認してください。 




前カバーを両手でゆっくりと巧し上げて閉じます。 


〇 補足 ） 

•前カバーを閉じるときは、カバーの上の方をしっかりと巧してください。カバーを巧じた 
5、エラーび解除されたことを確認してください。 










紙づまりを取り除く 


ADF から紙づまりを取り除く 




つまつた原稿をゆつくりと引いて取り 
除いてください。 


原稿を強<引っ張らないで<ださい。巧れ 
る恐れがあります。 



B つまつた用紙を簡単に取り化せない場 
合は、青色のレバーを奥側へかしずら 
してから上げて、 I 給紙口ーラーの□ツ 
クを解除します。 




Q 青色のレ/ \’一を少、しずらして給紙 □— 
ラーをかし、ゆっくり取りかします。 
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B つまつた原稿をゆつくりと引いて取り 
除きます。 



〇 つまつた用紙を簡単に取り除けない場 
合は、給紙トレイを上げ、排紙□付近に 
用紙がつまつていないか確認します。 




つまつた原稿をゆつくりと引いて取り 
除きます。 



〇 口ーラー部分を下に向けて、給紙 □— 
ラー先端の突起部を本体の切りかきに 
合わせ挿入します。 





















紙づまりを取り除く 


ADF から紙づまりを取り除く 



青色のレバ-を adf カバー側に回し、 
給紙口ーラーをロックします。 





E ADF を持ち上げ、原稿がまだ巧ってい 
る場合は、つまった紙をゆっくりと引 
き化して < ださい。 


ADF を上げるときは、 ADF 給おトレイを持 
たないようにしてください。トレイの損傷 
の原因になります。 



gg ADF を閉じます。 


3已 
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トナーカートリッジの交あ 



❖ トナーカートリッジの準備が必要なときのメッセージ 

次のメ 、ソ セージが表示されたときは交換時期が間おでず。新しいトナーカートリッジを巧 
意してください。 

- 「K 力ートリッジヨウイ」 

- 「M カー トリッジ ヨ ウイ」 

- 「C カートリッジヨウイ」 

- 「Y 力ートリツジヨウイ」 


〇 補足 


-トナーカートリッジをお買いホめの際は、お買い上げの販売店または最寄りのヴービス実施 
店にお問含せください。 


❖ トナーカートリッジの交換が必要なときのメッセージ 

操作部に次のメッセージが表示されたときは、トナーカートリッジを交換してください。 
- 「K カートリッジコウカン」 

- 「M カートリッジコウカン」 

- 「C カートリッジコウカン」 

- 「Y カートリッジコウカン」 


G 重要 ) 

•実際に印而！ I できる枚数は、画像の量、濃度、一度に印刷ずる枚数、用紙の種類、用紙ヴイズ、 
気温や湿度など環境によって異なりまず。 

‘印刷品質を保つため、純正トナーの使用をお勧めしまず。 

•商品本来の性能を発揮させるために、リコー純正の消耗品をご使用ください。純正品 1 U 列の 
消耗品をご使用になると、印刷品費のほ下をはじめ本来の性能を発揮できない場合がありま 
ず。純正品む外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償保証期間中あるいは 
保守契約期間中であっても有償となる場含がありまず。（純正品む外の消耗品の使用がずベ 
て不具ちを起ずわけではありませんが、ご使用にあたっては十分ご注意ください。） 

•機械の中にゼムクリップ、ホッチキスの針、その他のかさな金属片を落とさないよラにして 
ぐださい。 

-トナーカートリッジを直射日光に長時間さ5さないでください。 

-トナーカートリツジの感光体部分には触5ないでください。 
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-トナーカートリツジの側面にあるのチップ（下図の白い部分）には触れないでください。 



〇 重要 ") 

-トナーカートリツジを取り出ずときは、上カバーの下（下図の白い部分）にあるレーザース 
キヤナーユニットに触れないよう注意してください。 



〇 捕足 ） 

•シアン、マゼンタ、イエ□一のトナーがなくなった場ち、ブラックのトナーを使って白黒印 
刷ができまず。プリンタードライバーで、カラーモードを白黒モードに変更して印刷してく 
ださい。 

•ブラックのトナーがなくなった5、ブラックのトナーを交換ずるまで、白黒でちカラーでち 
印刷でをません。 


n 上カバーの開閉レバーを引いて、力 
バーをゆっくりと開けます。 


開けるときは、 ADF が閉じた状態であるこ 
とを殖認してください。 

奥か6、シアンに）、マゼンタ （ M ) 、イ 
エ □— ( Y ) 、ブラック （ K ) の順にトナー 
カートリッジがセットされています。 






















トナーカートリツジの交換 


トナーカートリツジを交換する 


K « ご使用になつたトナーカートリツジ 
を、中央の持ちま部分を持って、ゆつ 
くりと垂直に引き上げます。 


取り化したトナーカートリツジはおらな 
いでください。トナーが飛び散る可能性 
がありまず。 

床等をミちさないよう、古いトナーカート 
リツジは紙の上等に置いてください。 

各トナーカートリツジにはを色のラベル 
が付いていまず。 




新しいトナーカートリツジを箱から取 
りおし、ポリ袋から取り出します。 



Q トナーカートリツジを持ち、左ちに5 
〜6回}居ります。 

振ることでカートリツジ内部のトナーが巧 
一になり、印刷品質が良くなります。 



トナーカートリツジの保護カバーを取 
りかします。 
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D 上カバーを、カバーの中央部分を両手 
で持ち、ゆつ<りと閉じます。指をは 
さまないように気をつけて<ださい。 

上カバーを閉めたあとは、初期画面げ表示 
されるまでお待ちください。 



Q ちいトナーカートリツジにま順5で取 
りかした保護力/ \’一を取り巧けます。 
保護カバーは必ず取り巧けてくださ 
し、。その後、トナーカートリツジをポ 
リ袋に入れ、箱に戻します。 



〇 補足 ） 

- U サイクルな弓びに環境な全のため、使用済みトナーカート U ッジには必ずな量カバーを 
付けるよ5にしてください。保護カバーを忘れるとトナーカートリッジが再生で走なくな 
0まず。 

-使巧;旨み力ートリッジ回収の仕組みに基づく回収を行っておりまずので、回収にご協力くだ 
さい。詳しくは、お買い上げの服売店または最寄りのヴービス実施店にお問合はください。 


























付録:消耗品について 


消耗品の交あ方法について 

消耗品の交換ちまは、新品に添がされている交換手順書をご覧ください。 


消耗品のご購入について 

消耗品のご購入じついては、本磯をお買い上げの販売店へご連絡ください。 

または、インクーネットで簡単にごを女できる、便利な NetR に日 H をご利用ください。 



RICOH 


NetR に OH のホームぺージ 
http://www.netricoh.com/ 


消耗品一覧 

商品を 商品コード 巧刷巧能ページ数 

IPSiOSP トナーカートリッジブラック C 31 日 3 0 8 5 0 4 約之，20日ぺージ 

IPSiOSP トナーカートリッジブラック C 310 H 3 0 8 5 0 0 約5,00 日ぺージ 

IPSiOSP トナーカートリッジシアン C 310 3 0 8 5 0 5 約2,20 日ページ 

IPSiOSP トナーカートリッジシアン C 310 H 3 0 8 5 0 1 約5,000ページ 

IPSiOSP トナーカートリッジマゼンタ C 310 3 0 8 5 0 6 約2,20 日ぺージ 

IPSiO SP トナーカートリッジマゼンタ C 310 H 3 0 8 5 0 2 約5,000ぺージ 

IPSiO SP トナーカートリッジイエ日一 C 310 3 0 8 5 0 7 約2,20 日ぺージ 

IPSiO SP トナーカートリツジイエ□- C 310 H 3 0 8 5 0 3 約5,000ページ 


IPSiO SP 廃トナーボトル C 220 


5 15 2 8 5 約25,000ページ 


〇棉足 ） 

-「印刷可能ぺージ数」は甚色 A 4 サイズ日％チャートで連続印刷した場合の目までず。実際の印刷可能 
ぺージ数は、印刷する用紙の種類•サイズ、巧測内容、環境を件によって異なりまず。消耗品は使巧期間 
によってもを化するため、上記目をより早く交換が必要になる場合があります。 

-消耗品は保話が象がでず。ただし、ご購入になった時点で不具合があった場合は購入された販売店までご 
連結ください。 


使用済みカートリツジの回収について 

跑せでは、環境保全を優先課題の一つとし、使用済み製品の回収-リサイク 
ルを積極的に行っておりまず。複数の回収ちまを用意しておりまずので、回 
収にご協力<ださい。なお、回収ちまの詳細は下記のホームページをご覧く 
ださい。 

http://www.ricoh.co.jp/ecology/recycle/toner/index.html 
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付録：どうしても解決しないとき 


主なメッセージと対処策を確認して対述されても症がぜ改善されない場含、システム設定リストの印刷がで 
きるかどうかお確かめください。 

印刷ができた6、お客様相談セン女一へご相謙ください。印刷ができなかった6、販売店、最哥りのサーピ 
ス実施店へご連絡ください。 

システム設定リストは]: _ rF の手順で巧刷できます。 

❖ システム設定リストの印刷のしかた 

1[初期設定〕キーを押しまず。 

2 〔▲〕〔▼〕キーを押して[レポートインサツ]を選び、 〔0 K ] キーを押しまず。 

3 〔▲〕〔▼〕キーを押して[システムセッテイリスト〕を選び、ののキーを押します。 


お問い合わせ巧 

ミ肖耗品に関ずるお巧い合わせ 

辟社製品に関する消耗品は、お質い上げの販売店にごま夕ください。 

NetR に 0 H のホームぺージか6もご購入でさます。 
http :// www . netricoh . com / 

巧障-巧巧サービスに関ずるお P 3 い合わだ 

巧障-巧守サービスについては、サービス実施店または販売店にお問い合わせください。 

幢理節囲（サービスの内容)、憶理費用の目を、幢巧期間、手続きなどをご要望に応じて説明いたします。 

お居の際は、サービス実随店または販売店にご連絡ください。聞居巧の最寄りのサービス実拖店、販売店をご紹介いたしまず。 
http :// www . ricoh . co . jp / support / repair / index.html 

操作方ミ去、製品の仕様に関ずるお巧い合わだ 

操作方法や製品の化様については、「お客様相談センター」にお問い合わせください。 

S 5 RS 0120-000-^7*1 •受付時間：平曰(ち〜金）曰時〜18時 

V…V VVV Tf ^ ±曜日9時〜12時、13時〜17時け兄祭日、鮮社休業日を除く） 

FreeDial FAX 0120-479-417 ♦通話料は無料でず。 

♦音责ガイダンスにがい聲品別のま号をプッシュトーンでお知6せください。トーン信号が出はない電話機の場合は、そのまま 
しば!5 くお待ちいたださまずとオペレーターに接続します。 

※対応げ況の確認と巧庇品質の向上のため、通話を録音をさせていただいておりまず。 
http :// www . ricoh . co . jp / SOUDAN / index.html 

最新ドライバー情强 

最新版のドライ A "— をインターネットの U コーホームページか6入手でさまず。 

http :// www . ricoh . co . jp / download / lndex.html 

■商標 

• MS 、 Microsoft 、 Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその化の国における登録商標です。 

-その化の製品を、名称は各社の商標または登録商標です。 

機械の改良変更等によ D 、 本書のイラストや記載事項とお客さまの機械とが一部異なる場合がありまずのでご了承ください。 

おことね0 

1 . 本書の巧容に関しては、将来予告なしに変更ずることがあります。 

2. 本製品 （ A - ドウェア、ソフトウェア）および梗用説明書（本書■付属説明書）を運用した結果の影響については、し、つさ 
い責任を負いかねますのでご了承ください。 

3. 本書の一部または全部を無断で複写、複製、改変、弓保、乾載ずることはでをません。 


無断乾載禁止 ◎ 2008,2009 Ricoh Co ., Ltd . 
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IPSiO SPC301SF 

タイ歡夕織^龄 

Q 各部の名称 

コピーのかんたんな使いかた 
スキャナーのかんたんな使いかた 
Q ファクスのかんたんな使いかた 
Q 困ったときには 
0 紙づまりを取り除く 

トナーカートリッジの交換 


株式会社リコー 

東京都中央区銀座 8-13-1 リコービル〒10牛8吕吕2 
http ;// www . ricoh . co . jp / 
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